特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　11年12月29日　３８８号
新年を迎えて
深田三郎理事長
新年明けましておめでとうございます。
やましろ里山の会の会員の皆様におかれましては、輝かしい新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
昨年は皆様方には多大なご協力とご支援を戴き、京都府地域力再生支援事業による取組として防賀川ワークショップを4回に亘り開催し地域の多くの方々のご意見を戴き今後の事業の進め方に大きな力を得ることが出来ました。京都府植物誌ノート、及び、資料原本集の発刊は会員の多くの方の連携により完成しました。原子力発電事故から学ぶ里山の講演会等多くの事業成果を達成できた事は何よりも会員のご協力を戴き、心から感謝申し上げます。
今年は会員の皆様と『絆』を大切にし、さらに事業の充実を目指し、皆様と力を合わせて、楽しく活動に取り組みたいと思います。
今後一層のご協力をお願するとともに、会員の皆様方のご健康とご多幸をお祈りいたしまして、新年の挨拶といたします。　　　　　　　　　　　　
25日　オオムラサキの幼虫16匹が見つかる　10年間の調査活動では2番目の記録　普賢寺小学校前に10時に集合。大村さんの挨拶の後現地に移動、昨年も確認した場所にすすむ、しかし猪の進入防止の柵がいたるところに設置されて目的地に到着するにはかなりの困難がありました。何とかたどり着き榎の落葉を一枚一枚裏返して点検します。田中元洋さんが第1番に見つけました。引き続き次々に皆さんが発見、中には1枚の葉に3匹もくっついているものもありました。この日は猪の防御柵の為に2か所しか調査できませんでした。それでも1998年に記録を残して以来2009年の31匹（3箇所）に続く第2位（2箇所）の発見となりました。
23日　木津川の希少植物管理地82箇所に明示杭取り付け

森島班は、徳田、芳川さんで木津川市部域30.6キロから14.2キロ木津川市界隈の植物名を取りつけた松杭を設置右岸は距離杭を探すことが大変でした。山田班は、深田、青代、黒光、播川さんで京田辺市部域17.6キロから8.4キロ左岸の植物名を取りつけた松杭を設置午後から山城大橋より上流は森島、芳川さんの応援をうけ午後4時頃終了。伊藤班は、伊藤さんの旦那さん、片木、近藤さん八幡市、城陽市方面12.00キロから1.6キロまで植物名を取りつけた松杭を設置しました。全体で松杭を約100本設置しました。参加された皆さん御苦労さんでした。長年の懸案事項が一つ達成しました。
22日　里山忘年会22名の参加で水炊き鍋楽しく満腹

忘年会は、里山農園で収穫したねぎやみぶな、農家から買った白菜、また、買い物は、近藤、藤田、伊藤さん達が新しくオープンした会員制のコストコで鶏肉、豚肉、にぎり鮨、海鮮寿司などを買って忘年会を盛り上げて頂きました。箸やすめの筑前煮は播川さんの手づくりで皆おいしく戴きました。参加者全員わいわい、がやがや、楽しくひと時を過ごしました。参加者は、女性4名、男性18名でした。

23年度会費納入98％に到達　少し残念　年内に何としても100％に達成しようと会計の黒光さんが最後の10人を訪問するなど御苦労をいただきました。しかし納入約束をいただきましたが28日現在では振込が遅れています。
18日　25日　発表準備　　木津川部会の子どもたち大奮闘　　2月4日開催の兵庫県三田市「近畿の子どもの水辺交流会」での発表3年連続で出場決まる。水辺で楽しむ子どもたちが約400人集まって、1年間の活動の報告や成果を発表し、お互いに交流しあいます。田中実知世さんとサポートする親達と、発表する子ども達が一緒にポスターつくりや原稿つくりに頑張っています。
17日　木津川展第2回実行委員会　12名の出席　「連たこ」つくりを取り入れ　　500個の連たこ揚げに城陽の畠中豊かさんが指導していただきます。２ｍ間隔で繋がっているので約1ｋｍの長さになります。見事なものです。また土曜日又は日曜日には平日に作製した皆さんが作ったたこを揚げてみます。（開催期間：2月12日～18日まで　　場所：木津川市山城町　木津川流域センター　午前10時）
里山農園　道具入れ簡易倉庫出来上がる。青代農業塾長が奮闘、18日の集まりで代表に決まった青代さんは、暇を見つけて道具入れの小屋つくりに出かけて立派な農具入れをテントで作った野小屋を完成され、これで気軽に皆さんがこられるよう少し前進したとおっしゃっています。
里山の会焼印制作に頑張る小川三良さん　期待高まる　七草の竹椀に刻印でグレードアップか。里山の会らしい取組みの一つが新年早々の七草摘みです。毎年青竹で七草粥用のお椀が作られます。これにシールを張り付けて少し楽しくなるように工夫してきました。今年は何としても焼印を入れようと話し合ってきました。ところが専門店の見積りでは期間と値段に問題があって、とても七草摘み（6日）には間に合わないとの返事でした。そこで小川さんに相談すると私が作りましょうと名乗り出ていただきました。正月休み返上で作り上げていただくことになりますが、ぜひとも4日中には間に合うようによろしくお願いします。
岡本章三さん午前7時から連日草刈　マラソン有料駐車場の再整備に大奮闘　これまで全力を傾注して進めてきていただいた本部会場の整備が完成するや否やここ連日午前6時50分には南駐車場の仕上げ作業に取り掛かっていただいています。岡本さんの手にかかるとまるで水面のように生まれ変わった姿になっています。本当にご苦労様です。感謝します。
新年事務所会議4日午前9時30分から　　お屠蘇で1年の健康を祈り　初詣など　　どなたでもお越しください。
年初めの事務局会議の持ち方として、集合時間の9時30分は変わらず、一通り挨拶の後、甘南備山又は鷲峰山などに初詣を行い、その後事務所でお屠蘇をいただいて、新年の抱負をお互いに述べ合いたいと企画しています。
七草摘みの前日準備にご協力下さい　昨年は70人の大勢の参加で大盛況　今年は全会員がご集合下さい。小川さんに創っていただく焼印が青竹に刻印されたお椀で七草粥をいただく初めての取組みを行います。これまで木の枝などに刻印をした経験はありますが、竹の表面に焼印を押すことは表面が光ってつるつるなので、少し心配です。前日の準備としては、会場設営場所の確定と七草摘みをしていただく下見のための作業があります。それに青竹を切り出しお椀作りです。何人ものお手伝いが必要です。お手伝いにお越し下さい。
湯川幸子さんが『私の雑草』というポケットブックを発行されました。植物に興味を持ったのは戦争被害を避けるために田舎に疎開したときの苦労話から聞いたお話がきっかけでしたと記されています。里山の会で入手希望者には里山のか事務所で取り扱っています。販売協力金は800円とされています。手にして頂きますと、随所に湯川さんの人柄が上手に描かれていて心が癒されます。湯川さんには、植物部会の部員としてもお世話になっています。
正月の日程
4日　　9時30分　事務所開き　事務局会議（新年の抱負）
5日　　9時30分　七草摘み準備　竹伐り　竹椀作り焼印　10時パソコン　週刊ニュース（事務局新年の抱負　2頁だて）
6日　　9時　現地集合　七草摘み
10日　10時　里山展リハーサル　中央公民館
11日　 9時30分事務局会議　13時山城広域振興局ＮＰＯ法改正について学習会　13時三田市水辺の子ども交流会実行委員会
12日  10時　パソコン　週刊ニュース（七草摘み　炭焼き体験　黒豆味噌作り　マラソンスタッフ募集　里山展交流会案内）　　
14日　10時　     炭焼き体験
15日　 9時30分　初フル講習会
16日　 7時　　   黒豆味噌作り
17日　 9時30分　里山展　京田辺市中央図書館ギャラリー　　第29回京都木津川マラソン大会第2回実行委員会
18日 　9時30分　事務局会議
19日　10時　　　 パソコン　　　　　週刊ニュース・・マラソンスタッフ募集
21日　13時　　　木津川沿川活動団体交流会　京田辺市中央公民館
22日　15時　　　　里山展撤去
25日　9時30分　事務局会議
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

